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武蔵野市議会基本条例 素案（平成 30 年 7 月 18 日版）

武蔵野市政は、 選挙で選ばれた市長と議員で構成する市議会との二元代表
制のもと運営されています。 市長は独任制の執行機関の長として、 市議会は
議事機関であり市政の意思決定機関として、 それぞれ独立・対等の立場で、
互いに尊重し、 抑制と均衡を保ちながら市民福祉を向上させる役割と責務を
負っています。

武蔵野市蔑会は、 これまでも、 市民参加、 情報公開や市民との意見交換等
を通じ、 市政運営の監視及び評価に努めてきました。 また、 鍛会改革にも積
極的に取り組み、 二元代表制の 一 翼として、 武蔵野市のまちづくりを担い、
市民の負託に応えてきました。

平成 12年 (2000 年）、 いわゆる地方分権一括法の施行により、 地方のこと

は地方が決める市民自治の時代となりました。 社会の変化に対応し、 市民に
分かりやすい市民自治の要としての地方議会が求められており、 民主主義の

根幹である情報の公開、積桓的な市民との対話、 論点・争点の明確化、、意思
決定の過程を明らかにすることや多様な市民意見を反映した政策立案に努め
なくてはなりません。

ここに武蔵野市議会は、 議会の基本姿勢、 議会と雖員の活動原則や市長・
執行機関や市民との関係を明確化することにより、 雖事機関としての機能を

最大限発揮し、 より 一 層の市民福祉の向上を果たす決意をもってこの条例を
制定します。 9

第1章 総則
（目的）

第1条 この条例は、 二元代表制の下、 議事機関である雖会の役割を明らか

い にするとともに、＇羞会及び議員の活動原則等の基本的事項を定めること
により、 地方自治の本旨に基づく市民の負託に的確にこたえ、 もって市
民福祉の向上と公正で民主的な市政の発展に寄与することを目的とする。

（最高規範・条例の位置づけ）
第2条 諮会は、 諧会に関する他の条例、 規則等を解釈し、 又は制定し、 若

しくは改廃する場合においては， この条例との整合を図らなくてはなら
なVヽ。

第2章 議会の原則

（議会の活動原則）
第3条 議会は、 雖事機関として、 次の各号に掲げる原則に基づき、＇活動を

行う。

(1) 公正性、 透明性及び信頼性を重視する議会運営を行うものとする。
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